
安心安全のためのX線検査装置について

～麻薬・プラスチック爆弾・その他危険物等が容易に検査できます～
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後方散乱X線検査手法の概要

後方散乱X線検査手法は主にテロ対策に対応した手法として、爆発物探査
用に世界中で注目されている技術。

米国では ホワイトハウス、最高裁判所、NASA、米軍基地等においての入門検
査用、一部米国内空港ではテロ対策用として手荷物検査装置を採用し、入念に
手荷物や小型貨物の検査を実施。

これまでの透過型X線にて 金属の危険物（刃物・拳銃・爆弾）等を検査してきた
が、世間ではその金属が樹脂化され 従来のX線では検査できなくなっており、
後方散乱X線での検査技術に着目。

この後方散乱式X線を活用することにより、樹脂等 原子番号の小さい材料
の検出を実現。透過式と後方散乱式の違いは、通常透過するX線を画像化する
のではなく、コンプトン散乱したX線を画像化。コンプトン散乱X線は主に爆発物
の成分である有機物等と相互作用によって多く発生することによって画像に白く
強調されて表示される。

→後方散乱式X線と透過式X線の両用により、金属・樹脂成型品等の検査能力

が向上し、テロ対策、薬物密輸入対策に有効
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後方散乱X線画像
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透過画像と後方散乱X線画像比較
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後方散乱式X線による画像濃度
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X線 コンプトン散乱線
画像濃度の違い
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材質毎の後方散乱X線画像

HDPE (C2H2)      HDPE(C2H2)        Graphite        Aluminum     Steel         Lead
Ø8 x 4”                       Ø4 x 15”                  3.9 x 3.9 x 11.6”          2 x 3.5 x 6”          2 x 4.5 x 6”       2 x 4 x 8”

160 kV
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透過型 ・ 後方散乱型の違い
透過X線では

・検診等で用いるレントゲン検査と同様にX線を用いて貨物内部を透視。

・金属等原子番号の大きな物質はX線の吸収によって高いコントラストが
得られるので検出は容易。

・一方、爆薬物、麻薬等原子番号の小さい物質はX線が吸収されず、十分な
コントラストが得られないので検出は難しい。
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透過型 ・ 後方散乱型の違い

後方散乱X線では

・貨物内部の物質からコンプトン散乱X線を画像化。

・爆薬物、プラスチック、麻薬等原子番号の小さい物質に効率的に散乱する
ことによって高いコントラストが得られので、検出は容易。

・一方、金属等原子番号の大きなものはX線が散乱されにくく、十分な
コントラストが得られないので検出は難しい。
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サンプル画像 （手荷物）
透過X線画像 後方散乱Ｘ線画像

この部分に何があるか？後方
散乱X線検査装置を使うと明
確に判別できる。

透過型・後方散乱型 両X線検査が可能な
モデルを使用することにより、今まで発見困
難であった 爆発物、麻薬、強化プラスチッ
ク製拳銃等の検出を可能とした。
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総論
• 透過X線画像は、金属（高原子番号物質）ならびに高密度の有機物（爆発物）を濃淡

画像によって探知。

• 後方散乱X線画像は有機物ハイライトによる危険物探知

– 透過X線では検出が困難な、爆発物、薬物を後方散乱X線画像によって検出率
の改善。

– 後方散乱X線画像と透過X線画像を組み合わせることによって爆発物等の検出
率の大幅な改善が期待できる。

• 後方散乱X線画像は、写真撮影の様な画像
– 遠近感のある画質によって物質の形状を把握できる。
– 画像解析時間短縮による検査効率の改善

後方散乱X線画像を利用による、“有機物所在ならびに形状認識”による
爆発物探査有効な手法として注目
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